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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２２年５月分） 

２０２２年６月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●総選挙の公示（４日） 

 ＢＨ中央選挙管理委員会（ＣＥＣ）は総選挙

を公示し、本年１０月２日に大統領評議会、Ｂ

Ｈ議会下院、ＢＨ連邦議会下院、ＲＳ国民議会、

ＲＳ大統領・副大統領、連邦内カントン議会選

挙を実施することを決定した。 

 他方で、総選挙実施のための予算（約１１７

２．８万ＫＭ見込み）は未確保となっており、Ｃ

ＥＣは閣僚評議会に対し迅速な資金拠出の承

認を改めて求めた。 

 

●チョービッチＨＤＺ党首の書簡（４日） 

 総選挙の公示を受け、チョービッチＨＤＺ（ク

ロアチア系最大政党）党首は国際社会に向け

て書簡を発出。クロアチア系の求めるＢＨ選挙

法の改正が実現しないままの公示は法の支

配に反しており、９４年のワシントン合意及び９

５年のデイトン和平合意に定められたボシュニ

ャク系とクロアチア系の平等を脅かしていると

非難した。また、今後も平等性を放棄するプロ

セスが継続する場合、新たな行政・領土的構

成体を形成するための法的・政治的手続きを

実行に移す可能性を示唆した。 

 

●総選挙予算の承認不成立（１７日） 

ＢＨ閣僚評議会は１０月２日の総選挙予算

の承認（未執行の予算から拠出を行う案）をめ

ぐる臨時閣議を実施したが、ＨＤＺ（クロアチア

系）所属の閣僚が本件の承認は不法な行為

であるとして反対票を投じたことにより、選挙

資金承認の決定は下されなかった。閣僚評議

会の決定には、過半数の賛成かつ各民族の

閣僚から最低一人が賛成する必要がある。ク

ロアチア系閣僚は全員がＨＤＺ所属。 

●新型コロナウイルスに係る入国制限撤廃

（２７日） 

 ＢＨ閣僚評議会は新型コロナウイルスに係

る外国人の入国制限を撤廃する旨決定。ＢＨ

入国の際のワクチン証明書、回復証明書、陰

性証明書等の提示義務も撤廃された。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ＢＨ情勢に関する安保理会合（１１日） 

 ニューヨークにおいてＢＨ情勢に関する定例

の安保理会合が開かれ、シュミットＯＨＲ上級

代表が定例報告書の発表を行ったほか、ＢＨ

からはジャフェロビッチＢＨ大統領評議会議長

が出席した。ジャフェロビッチ議長はＲＳの分

離主義的傾向の強まりを批判するとともに、Ｂ

ＨのＥＵ加盟候補国地位の獲得及びＥＵＦＯＲ

ミッションのマンデート延長がＢＨの安定にも

たらす役割について述べた。 

 

●ＥＵ・西バルカン首脳会合（１６日） 

 トゥルコビッチ外相はブリュッセルで開かれ

たＥＵ・西バルカン首脳会合に出席し、ウクラ

イナ情勢、ＢＨ・西バルカン情勢、ＢＨのＥＵ加

盟プロセス等について各国首脳と意見を交わ

した。 

 

●コロミナＮＡＴＯ政務安全保障政策局次長の

ＢＨ訪問（１８日） 

 ＢＨを訪問したコロミナＮＡＴＯ政務安全保障

政策局次長（事務総長補代理）はジャフェロビ

ッチＢＨ大統領評議会議長、トゥルコビッチ外

相、ポジッチ国防相と会談し、ＢＨのＮＡＴＯ加

盟、西バルカン地域の安全保障等について意

見を交わした。 
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●テゲルティヤ閣僚評議会議長の米国訪問

（１１日～２２日） 

 テゲルティヤＢＨ閣僚評議会議長は米国を

訪問し、シーヤールトー・ハンガリー外務貿易

省、露・中国連大使、ＩＭＦ・世銀関係者、シャ

ヒード国連総会議長等と会談した。 

 シーヤールトー大臣との会談では、今後ＢＨ

はハンガリーを経由した十分な量のガス供給

を受けられる旨の保証が得られた。 

 

●ミシェル欧州理事会議長のＢＨ訪問（２０～

２１日） 

 ＢＨを訪問したミシェル欧州理事会議長はＢ

Ｈ大統領評議会メンバー（ジャフェロビッチ議

長、ドディックメンバー）、イゼトベゴビッチＳＤ

Ａ党首及びチョービッチＨＤＺ党首と会談し、Ｂ

ＨのＥＵ加盟及び現在のＢＨ情勢等について

意見を交わした。 

 

（２）二国間関係 

●コフォズ・デンマーク外相のＢＨ訪問（６日～

７日） 

 ＢＨを訪問したコフォズ・デンマーク外相は、

ジャフェロビッチＢＨ大統領評議会議長及びト

ゥルコビッチ外相と会談し、二国間関係、ＢＨ

のＥＵ加盟、ウクライナ情勢を受けた経済への

影響等につき意見を交わした。 

 

●リンデ・スウェーデン外相のＢＨ訪問（１２日） 

 ＢＨを訪問したリンデ・スウェーデン外相は、

大統領評議会メンバー（ジャフェロビッチ議長、

コムシッチメンバー）及びトゥルコビッチ外相と

会談を行い、二国間関係、ＢＨのＥＵ加盟、ウ

クライナ情勢等につき意見を交わした。 

 

●トラス英外相のＢＨ訪問（２５日～２６日） 

 ＢＨ訪問したトラス外相はＢＨ大統領評議会

３メンバー、トゥルコビッチ外相等と会談し、二

国間関係、ウクライナ情勢、ＢＨ情勢等につき

意見を交わした。トラス外相は、ロシアの西バ

ルカンへの影響力増大に警戒感を示した。 

 また、英国から西バルカン地域に対してイン

フラ・エネルギー等を中心とした新規投資パッ

ケージ（１億米ドル）が発表された。 

 

●デンディアス・ギリシャ外相のＢＨ訪問（３１

日） 

 ＢＨを訪問したデンディアス外相はＢＨ大統

領評議会メンバー（ジャフェロビッチ議長、コム

シッチメンバー）、トゥルコビッチ外相と会談し、

ロシアによるウクライナ侵攻を受けた西バルカ

ンの安全保障、ＢＨのＥＵ加盟、エネルギーを

めぐる情勢等につき意見を交わした。 

 

（２）日・ＢＨ関係 

●伊藤大使のデルベンタ市長との会談（３

日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使は、デルベンタ

市（サラエボから北方約２００ｋｍ）を訪問

し、シミッチ市長と会談した。会談では、市

長から長きに亘る日本からの支援に謝意

が表され、伊藤大使から今後の様々な分

野で関係を発展させていきたいとの考えを

伝え、今後の経済・社会及び文化面の協

力について意見を交わした。 
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（写真：伊藤大使とシミッチ市長） 

 

●伊藤大使のニコリッチ・サラエボ県高等

科学・高等教育・青年大臣等との懇談（１

１日） 

 伊藤駐ＢＨ日本国大使は、ニコリッチ・サ

ラエボ県高等科学・高等教育・青年大臣、

ボシュコビッチ・サラエボ大学副学長、ブ

ルカ・サラエボ大学農学部長と懇談し、両

国間の学術協力促進に関する意見交換

を行った。 

 

（写真：伊藤大使とニコリッチ大臣等） 

 

●伊藤大使のイビチャ・オシム氏追悼式・

葬儀出席（１４日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使は、５月１日に逝

去したオシム・サッカー元日本代表監督の

追悼式並びに葬儀に出席した。追悼式に

は、日本から、反町・日本サッカー協会技

術委員長、本間日本代表総務が出席し

た。伊藤大使は、追悼式のスピーチにて、

同氏が２０１６年に旭日小綬章を授与され

たことにも触れ、日本とＢＨの友好関係に

多大な功績を遺した同氏に謝意と敬意を

示した。 

 

（写真：伊藤大使のスピーチ） 

 

●伊藤大使のラフティング世界選手権大

会２０２２年開会式出席（２６日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使は、バニャ・ルカ

市内で行われたラフティング世界選手権

大会２０２２の開会式に出席した。同大会

は５月２７日～６月２日までバニャ・ルカ及

びフォチャで開催され、日本からは総勢２

０名の日本代表選手が出場した。 

伊藤大使は開会式に先立ち、オープン

男子チームの浅野重人監督と懇談し、日・

ＢＨのラフティングを通じた交流について

意見を交わし、日本代表チームの練習の

見学及び激励会を催し、活躍を祈念した。 
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（写真：伊藤大使と代表チーム） 

 

３．経済 

（１）経済協力（新型コロナウイルス支援を含

む） 

●ＥＵによるゴラジュデ市へのオフロード車の

供与（５日） 

 ＥＵはＢＨ警察に対する支援プロジェクトの

一環として、ボスニア・ポドリニェ県内務省に

対して５．７４万ＫＭ相当のオフロード車の供

与を行った。 

 

（２）民間セクター 

●サラエボ・ビジネス・フォーラムの開催（１１

日） 

 １１日から１２日の二日間にわたってＢＨ最

大規模の経済フォーラムであるサラエボ・ビジ

ネス・フォーラムが開催され、約４０カ国から政

府関係者、企業関係者等が参加した。フォー

ラムでは約３００のパネル及び会合等が行わ

れた。 

 

●イタリア企業家連盟設立（１１日） 

 在ＢＨイタリア大使館、インテーザ銀行及び

複数のイタリア企業により、イタリア企業家連

盟が設立された。活動目標はＢＨ・イタリア間

の経済関係における動きをフォローし、両国

企業のネットワークを形成しつつ、イタリアの

対ＢＨ投資を支援すること。 

 

●ズベルバンクの名称変更（１１日） 

 ズベルバンク・バニャ・ルカはＮｏｖａ Ｂａｎｋａ

への所有権委譲が完了し、Ａｔｈｏｓ Ｂａｎｋと

名称を変更した。 

 

●再生可能エネルギーに関する投資（２５日） 

 ノルウェー・Ｇｒｅｅｎｓｔａｔ社はＢＨ南西部のグ

ルーデ近郊において、ペティニク太陽光発電

所の建設を開始した。建設は２０２３年秋まで

に完了予定で、年間発電量は６５ＧＷの見込

み。 

 


